
①法人名 ②代表者名

③施設名 ④施設長名

・ＴＥＬ

・ＦＡＸ

・e-mail

⑥施設種別 その他（ ）

⑦指定年月日

⑧定員数
(R3年4月1日現在)

⑩施設概要

⑪作業種別

⑬令和２年度工
賃実績

月額
支払い対象者
延べ数

年度

区　　　分

支払対象者 人 7人 人 7人 人 7人

工賃目標額 円 155円 円 160円 円 165円

収入見込み額
(A)

支出見込み等
(B)

工賃支払総額
(A-B)

⑭目標工賃

6,872,000円

5,224,000円

1,248,000円

令和５年度令和４年度

6,572,000円

令和３年度

14,801円

5,616,000円

1,256,000円

sendainazunaen@io.ocn.ne.jp

組んでいる。また、施設外就労として近隣コミュニティセンターの清掃作業、委託作業として

薩摩川内市五代町７４５０番地

7人

〒　８９５－００６６

７名の障害者に働く場を提供すると共に生産活動に関する知識、能力、技術向上の為、農園芸

5,064,000円

1,208,000円

工賃向上計画

敷地面積　９１６２㎡　　建物面積２０９４．２８㎡　　鉄筋コンクリート平屋建
施設入所（４０名）・生活介護（５０名）・就労継続支援Ｂ型（１０名）・短期入所（６
名）　　　　共同生活援助（５名）

⑫作業内容

社会福祉法人　親和会

⑤施設住所

障害者支援施設　川内なずな園 　　　新須　和男

平成20年4月1日

０９９６－２７－６７８１

０９９６－２７－６７８０

　　　新須　和男

⑨現員数
(R3年4月1日)

6,272,000円

10人

地元企業や農家との連携による役務提供

作業（水稲栽培・野菜栽培・原木椎茸栽培）と食品製造販売（ポン煎餅・切干大根等）に取り

82人

月給 時給 月給 月給時給 時給

農産物生産・販売 食品製造・販売 工芸品・小物雑貨等製作・販売 役務の提供 その他

就労継続支援B型 就労継続支援A型 生活介護 地域活動支援センター

mailto:sendainazunaen@io.ocn.ne.jp
mailto:sendainazunaen@io.ocn.ne.jp


⑮目標工賃設定
に当たっての基
本的な考え方

⑰上記取組に関
する具体的な内
容

令和３年度

令和４年度

令和５年度

理事会

利用者

家族

確認日
　　令和3年4月14日

確認日
　　令和3年4月14日

前年度の実績を踏まえ、工賃向上に関する課題整理や取り組み内容の検討
及び見直しを行う。目標工賃達成の最終年であり、順次拡大した部門にお
いて作物や製品の失敗がなく、良品質で安心安全な物を安定的に供給出来
るよう、無駄を省き、効率化も視野に常に工夫と改善を行い、利用者の達
成感、充実感を高め、工賃増により意欲向上生活向上に繋げられるよう工
賃目標達成へ向け努力する。

⑱目標工賃達成
に向けた年次計
画

⑯目標工賃達成
に向けた取組

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

利用者の方々へ提供する就労支援が更に充実し、
活き活きと仕事に取り組まれ、目標達成できるよ
う頑張って下さい。

作業は大変だが、皆で協力していい物をつくり、
皆からも喜ばれるよう頑張りたい。少しでも作業
工賃を増やしていきたい。

園での作業を楽しみにしており、やりがいをもって取り
組めているようです。工賃の獲得により生活にはりが
でるよう支援をお願いします。

⑲計画策定に当
たっての関係者
の意見等

現在実施している作業の規模拡大や良品質により良価な物を納品・販売できるよう向上心
を持って、現状よりも様々な改善を図り、使用する機械の効率的な使用、活用により省力
化を図り、機械では実施困難な作業へ技術的な向上も含め、取り組んでいく。作業労力に
応じて工賃を設定し、利用者の就労意欲向上も図られるようあらゆる支援を展開する。策
定した工賃向上計画に基づいて全職員で作業工賃向上に向けて目標を持って、利用者の工
賃の向上に主体的に取り組むとともに、取組内容や達成状況について毎年度、検証・見直
しを行っていく。

農機器の活用、及び省力化を行い、農地の拡大と作物の増収(米・野菜・椎茸)
地域貢献も兼ねて地域コミュニティセンターの清掃作業委託
地元からの依頼を受けての作業委託
営業活動に力を入れ、新規契約や取引先の開拓を図る
新規利用者の受け入れにより作業拡充を図り、収益増へと繋げ、工賃向上を目指す

施設の給食で消費する米飯については完全自給は達成しており、収入増を
目指し、（水田280ａ・畑40ａ）は順次拡大し、今後も外部への販売を展開
し、収益増を目指していく。製造している煎餅については販路拡大出来る
よう努力する。原木椎茸栽培においては原木を順次更新し、供給の安定と
販路拡大、顧客獲得を目指していく。規模拡大に伴い、機械化による省力
化を図ると共に、安全な耕作機械の使用が出来るよう、習熟度を高め、就
労支援の充実を展開する。

前年度の実績を踏まえ、工賃向上に関する課題整理や取り組み内容の検討
及び見直しを行う。耕作面積については地域耕作者の高齢化などの課題も
あり、出来る範囲ではあるが、耕作放棄地を活用し、順次拡大、職員の熟
練度向上、利用者の作業技術向上や意識改革を行い、作物や製品の新規顧
客獲得による営業等の取り組みを展開し、地域における作業委託開拓も並
行して行い、工賃目標達成を目指すよう努力する。

確認日
　　令和3年3月25日

設備整備 商品開発 作業内容の充実 販路開拓

共同受注窓口の導入 職員の意識改革 利用者の意識改革

職場環境の改善 経営コンサルタント等からの助言

地元企業との連携 商店街等との連携 市町村との連携

その他（ 地域・社会との連携


